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３．事後評価結果 

 

〇評点 

 

  Ａ 期待通りの成果が得られている 

 

 

〇総合評価コメント 

 

 本研究は、自然環境の変動や様々なレベルでの需要変動に対して安定的に稼動し、かつ総エネルギーという

視点で効率的な制御システム「地域統合エネルギー制御システム」を設計する系統的手法を与えるためのシス

テム制御理論の構築を目的とした。新しい概念である時空間移動要素を提案し、その提案をベースとする多分

解能階層化モデリング手法をエネルギーシステム制御に適応したことは評価できる。また、階層毎の自律分散

制御器と階層間の目的の違いや制約条件の調整機能を有するグローカルアダプタからなるグローカル制御器

の構造を明確化したことも評価できる。グローカル制御と階層型制御のコンセプトをエネルギー管理システム

へ適用した点には新規性があり、今後はグローカル制御の更なる理論的深堀や研究の更なる推進に大いに期待

する。 

 


